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U24c Where do Luminous Red Galaxies live in dark matter halos?
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銀河団の中で 1番明るい銀河は宇宙にほとんど一様に分布していて色の範囲も狭く、非常に明るいので観測し
やすい。このような銀河はほぼ全てが LRG (Luminous Red Galaxy、明るく赤い銀河) である。本研究ではダー
クマターハローの中に、このように明るい LRGがどの位置にどのくらいの数で存在しているかを調べた。
本研究では SDSS観測イメージから作られた銀河団カタログ Redmapperを用いて解析を行った。銀河団中心

には非常に大きく明るい銀河 BCG (Brightest Cluster Galaxy) が存在すると考えられているが、このカタログ
は各々の銀河団中心の BCGを決めるにあたり、複数のBCG候補天体それぞれに BCGでありうる確率を割り当
てている。BCGと LRGの関係性を調べ、また銀河団内に存在する LRGの数を調べるにあたり、各ハロー質量
における LRGの数をプロットした HOD (Halo Occupation Distribution) を作った。その結果、BCGがはっき
りしている場合 (BCG候補天体の BCGである確率が 0.95以上) とそうでない場合で顕著な違いが現れた。例え
ば、明瞭なBCGを持たない (BCG候補のBCGたる確率が 0.95以下) 銀河団ほどBCG以外の satellite LRG で
銀河団内で 1番明るい銀河があるということが分かった。本発表ではこの解釈について議論する。


